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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】観察中、観察窓等に血液や汚物等が付着し難
く、また血液や汚物が付着した場合でも付着した血液や
汚物の洗滌を容易且つ確実に行え、内視鏡使用後の内視
鏡洗滌作業を容易に行える使い勝手に優れた内視鏡を提
供すること。
【解決手段】先端硬質部８の先端外周縁には挿入部先端
面８ａより突出したフード部２３が設けられている。こ
のフード部２３の内側面と挿入部先端面８ａとは滑らか
に形成された連結面部２３ａによって連結されている。
そして、フード部２３内面は、先端側に行くにしたがっ
て連続的に滑らかに外側に広がる拡開面部２４として形
成されている。挿入部先端面８ａには先端開口部２６を
対物レンズカバー２１に向けた洗滌ノズル２５が挿入部
軸方向に移動可能に組み付けられている。この洗滌ノズ
ル２５を挿入部軸方向のさらに先端側に移動させること
によって先端開口部２６の開口面積が大きくなるように
変化する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体腔内に挿入される挿入部と、この挿入
部の基端部に設けられた操作部と、前記挿入部及び操作
部の内部を挿通して流体の流路となる流体管路と、この
流体管路に連通する洗滌ノズルとを有する内視鏡におい
て、
前記挿入部先端面周縁に突出部を設け、この突出部の内
側面と前記挿入部先端面とを滑らかな連結面部で結んだ
ことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、挿入部先端面に洗
滌ノズルを配置した内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、細長の挿入部を体腔内に挿入
することにより、体腔内臓器等を観察したり、必要に応
じて処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各種
治療処置の行える医療用の内視鏡が広く利用されてい
る。
【０００３】この医療用内視鏡では、挿入部を体腔内に
挿入して、臓器を観察したり処置具を用いて各種治療や
処置を行う際、挿入部先端面の観察窓や照明窓に血液や
汚物等が付着していると観察性能が低下する。このた
め、内視鏡を体腔内から抜去して付着した血液や汚物を
除去していたが、内視鏡の挿抜を繰り返し行うことによ
り手術時間が長くなるとともに、患者にも多くの負担が
かかってしまう。
【０００４】この不具合を解消するため、観察窓や照明
窓に付着した血液や汚物等を除去するため、例えば、特
開平８－１２６６０５号公報には内視鏡挿入部の先端部
本体に、先端開口を対物レンズに向けた送気送水するた
めの洗滌ノズルを設けた内視鏡が示されている。この内
視鏡では、挿入部を体腔内に挿入している観察中に、対
物レンズに血液等が付着して視野が妨げられたとき、前
記洗滌ノズルから対物レンズに向けて送水、送気するこ
とによって対物レンズに付着した血液が除去される。
【０００５】また、特開平５－３１７２３５号公報には
挿入部先端に着脱自在なキャップを設け、このキャップ
にノズルを設けて観察窓へ送水や送気ができるようにし
た内視鏡の先端部が示されている。
【０００６】また、特開平６－２５４０４０号公報には
挿入部先端に開口しているチャンネルに連通する着脱自
在なノズルを設け、観察窓へ送水や送気が行えるように
した内視鏡の先端部が示されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
た従来技術の内視鏡では血液や汚物等が観察窓や照明窓
が配置されている挿入部先端面をつたい流れることや、
挿入部先端面が体腔内粘膜に直接触れることによって血
液や汚物が付着していた。
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【０００８】また、前記特開平８－１２６６０５号公報
の内視鏡では先端部本体に対物レンズを洗滌するための
洗滌ノズルが固定されているので、内視鏡検査終了後の
洗滌作業の際、洗滌ノズル内を洗浄するためのブラッシ
ング作業が煩雑になるという不具合があった。
【０００９】また、前記特開平５－３１７２３５号公報
及び特開平６－２５４０４０号公報の内視鏡の先端部で
は先端キャップやノズルを確実に先端部に取り付けるこ
と及び取り外しを行わなければならないので、内視鏡検
査前の準備作業や内視鏡検査終了後の洗滌作業が面倒に
なっていた。
【００１０】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、観察中、観察窓等に血液や汚物等が付着し難く、
また血液や汚物が付着した場合でも付着した血液や汚物
の洗滌を容易且つ確実に行え、内視鏡使用後の洗滌ノズ
ルを含む内視鏡洗滌作業を容易に行える使い勝手に優れ
た内視鏡を提供することを目的にしている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡は、体腔
内に挿入される挿入部と、この挿入部の基端部に設けら
れた操作部と、前記挿入部及び操作部の内部を挿通して
流体の流路となる流体管路と、この流体管路に連通する
洗滌ノズルとを有する内視鏡であって、前記挿入部先端
面周縁に突出部を設け、この突出部の内側面と前記挿入
部先端面とを滑らかな連結面部で結んでいる。
【００１２】この構成によれば、挿入部先端面周縁に突
出部を設けているので、挿入部先端面が直接体腔内粘膜
等に接触して血液や汚物が付着し難い。また、たとえ挿
入部先端面の観察窓等に血液や汚物が付着した場合でも
洗滌ノズルから噴出される液体や気体によって血液や汚
物は連結面部を介して確実且つ速やかに突出部より外側
に吹き飛ばせる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図３は本発明の第１実
施形態に係り、図１は内視鏡の全体構成を説明する図、
図２は挿入部先端部の正面図及び断面図、図３は内視鏡
洗滌時のノズル位置を示す図である。
【００１４】図１に示すように本実施形態の内視鏡１
は、体腔内に挿入される挿入部２と、この挿入部２の基
端部に設けられた操作部３と、この操作部３に接続され
たユニバーサルコード４とで構成されている。このユニ
バーサルコード４の基端部には図示しない光源装置に接
続されるライトガイドコネクター５が設けられており、
このライトガイドコネクター５の側部からはカメラケー
ブル蛇管６が分岐している。このカメラケーブル蛇管６
の基端部には図示しないビデオプロセッサに接続される
カメラコネクター７が設けられている。
【００１５】前記挿入部２は、先端側より順に先端硬質
部８、湾曲部９、硬性挿入部１０を連設している。前記
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挿入部２、操作部３、ユニバーサルコード４、ライトガ
イドコネクター５の内部には流体管路としての送水用管
路１１と送気用管路１２とが挿通配置されている。
【００１６】前記操作部３には送気送水シリンダー１６
が内蔵されている。この送気送水シリンダー１６の側面
には前記ユニバーサルコード４側を挿通する第１送水用
管路１１ａ及び第１送気用管路１２ａと、前記挿入部２
側を挿通する第２送水用管路１１ｂ及び第２送気用管路
１２ｂとがそれぞれ接続されている。また、この送気送
水シリンダー１６には送気／送水を制御する送気送水ボ
タン１７が着脱自在に嵌め込まれるようになっている。
【００１７】前記第２送気用管路１２ｂと前記第２送水
用管路１１ｂとは、前記硬性挿入部１０内部で合流して
送気・送水用管路１３を構成している。この送気・送水
用管路１３は、先端硬質部８の先端面である挿入部先端
面８ａで開口しており、この送気・送水用管路１３に連
通するように後述する洗滌ノズルが設けられている。
【００１８】前記第１送水用管路１１ａの基端部は、前
記ライトガイドコネクター５の側面に設けられている送
水用口金１４に連結されている。この送水用口金１４は
図示しない接続チューブ等によって送水源に接続される
ようになっている。
【００１９】一方、前記第１送気用管路１２ａの基端部
は、前記ライトガイドコネクター５の側面に設けられて
いる送気用口金１５に連結されている。この送気用口金
１５は図示しない接続チューブ等によって送気源に接続
されるようになっている。
【００２０】前記送気送水ボタン１７は、前記送水源か
ら送水用口金１４、第１送水用管路１１ａ内を通って供
給されている送水液及び送気源より送気用口金１５、第
１送気用管路１２ａ内を通って供給されている気体の第
２送水用管路１１ｂ及び第２送気用管路１２ｂへの供給
を制御する。
【００２１】図２に示すように、内視鏡１の挿入部２の
挿入部先端面８ａには観察像をとらえる図示しない対物
レンズの先端側には観察窓となる対物レンズカバー２１
が設けられている。また、図示しないライトガイドファ
イバーの先端面には照明光を出射する照明窓となるライ
トガイド用カバー２２が設けられている。
【００２２】一方、前記先端硬質部８の先端外周縁には
挿入部先端面８ａより突出した突出部であるフード部２
３が設けられている。このフード部２３の内側面と前記
挿入部先端面８ａとは滑らかに形成された連結面部２３
ａによって連結されている。そして、前記フード部２３
内面は、挿入部先端面８ａから連結面部２３ａを介して
フード部２３の先端側に行くにしたがって連続的に滑ら
かに外側に広がる拡開面部２４として形成されている。
【００２３】前記挿入部先端面８ａには先端開口部２６
を対物レンズカバー２１に向け、前記送気・送水用管路
１３に連通する略Ｌ字パイプ形状で流体管路を備えた洗
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滌ノズル２５が挿入部先端面８ａに対して挿入部軸方向
に移動可能に組み付けられている。
【００２４】つまり、前記洗滌ノズル２５を挿入部軸方
向のさらに先端側に移動させることによって、ノズル基
端部２５ａも移動して、図３に示すように先端開口部２
６の開口面積が大きくなる。
【００２５】なお、内視鏡観察時には、前記洗滌ノズル
２５を最も挿入部先端面８ａ側に押し込んだ観察位置に
配置する。この観察位置のとき、前記先端開口部２６の
開口面積が送気・送水用管路１３の開口断面積より小さ
く設定してある。このことにより、先端開口部２６から
対物レンズカバー２１に向けて液体及び気体が勢い良く
噴出される。また、前記フード内面及び挿入部先端面８
ａに撥水コートを施す構成にしてもよい。
【００２６】上述のように構成した内視鏡１の作用を説
明する。前記洗滌ノズル２５を観察位置に配置させた状
態で、内視鏡１の挿入部２を体腔内に挿入して観察、処
置を行う。このとき、内視鏡１の挿入部先端面８ａより
突出するフード部２３が先端硬質部８の先端外周縁に設
けられているので、対物レンズカバー２１等が体腔内粘
膜に直接触れることを防止して、血液や汚物が付着し難
くなっている。
【００２７】また、観察又は処置中、前記硬性挿入部１
０等を伝って挿入部先端面８ａ側に流れ落ちてくる血液
や汚物等は、前記フード部２３の先端から落下するた
め、対物レンズカバー２１の表面に血液や汚物等が付着
し難くなっている。
【００２８】さらに、前記対物レンズカバー２１に血液
や汚物が付着して観察に支障が生じた際には送気送水ボ
タン１７を操作する。すると、送気送水ボタン１７が所
定位置に押し込まれることによって、前記送気送水ボタ
ン１７によって閉塞されていた第２送水用管路１１ｂが
開放状態になって、前記送水源から供給されていた送水
液が第２送水用管路１１ｂ、送気・送水用管路１３を通
過して洗滌ノズル２５に流れ込む。そして、この洗滌ノ
ズル２５で流路を略直角に変更されて先端開口部２６よ
り対物レンズカバー２１表面に向かって勢い良く噴出さ
れて血液や汚物を洗い流す。
【００２９】次に、前記対物レンズカバー２１の表面の
血液や汚物を洗い流した後、前記対物レンズカバー２１
の表面に残った送水液の水滴を吹き飛ばすため、前記送
気送水ボタン１７を軽く押す。すると、送気送水ボタン
１７が所定位置に移動して送水を停止させる一方、この
送気送水ボタン１７によって閉塞されていた送気用管路
１２ｂが開放させて、送気源から供給された気体が第２
送気用管路１２ｂ、送気・送水用管路１３を介して洗滌
ノズル２５の先端開口部２６から前記対物レンズカバー
２１の表面に向かって勢い良く噴出される。このことに
よって、対物レンズカバー２１の表面に残っていた水滴
等が吹き飛ばされる。
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【００３０】前記フード部２３の内面に連結面部２３ａ
を設けて拡開面部２４を形成したことによって、噴出さ
れた液体によって洗い流される血液や汚物及び噴出され
る気体によって吹き飛ばされる水滴は対物レンズカバー
２１の表面から挿入部先端面８ａ、拡開面部２４に沿っ
て確実にフード部２３の外側に排除される。
【００３１】なお、前記挿入部先端面８ａ及びフード部
２３の内面に撥水コートを施している場合には更に速や
かに血液や汚物及び水滴が排除される。
【００３２】そして、内視鏡検査終了後にはこの内視鏡
１を洗滌する。この際、図３に示すように洗滌ノズル２
５を挿入部先端面８ａより挿入部軸方向先端側に引き出
す。このことによって、洗滌ノズル２５の先端開口部２
６の開口面積が広がって、例えば送気用管路１２の断面
積と略同等になる。
【００３３】この状態で、内視鏡外表面の洗滌、送水用
管路１１、送気用管路１２の内側面のブラッシングを行
うとともに、開口面積の広がった洗滌ノズル２５の先端
開口部２６より管路１１，１２のブラッシングに使用し
たブラシを挿入して洗滌ノズル２５内部の洗滌を行う。
【００３４】このように、先端硬質部の先端外周縁にフ
ード部を設けたことによって、挿入部先端から流れ落ち
る血液や汚物等がフード部の先端から落下することによ
って、挿入部先端面に設けた対物レンズカバー表面に血
液や汚物が付着することを防止することができる。
【００３５】また、前記フード部を設けたことによっ
て、挿入部先端面が体腔内粘膜等に直接触れて対物レン
ズカバーの表面に血液や汚物が付着することを防止する
ことができる。
【００３６】これらのことによって、対物レンズカバー
の表面に血液や汚物が付着し難くなって、対物レンズカ
バーを洗滌する回数が大幅に減少して手術時間の短縮を
図れる。
【００３７】さらに、洗滌ノズルを挿入部先端面に対し
て挿入部軸方向に移動可能に構成したことにより、内視
鏡検査時と内視鏡洗滌作業時とで先端開口部の開口面積
を変化させることができる。このことによって、内視鏡
洗滌時に先端開口部の開口面積を広げることによって、
洗滌ノズル内部のブラッシング作業を容易に行うことが
できる。
【００３８】図４は本発明の第２実施形態にかかる挿入
部先端部の他の構成を説明する図である。図に示すよう
に本実施形態においては前記先端硬質部８の先端外周縁
に設けたフード部２３の一部に図示しない切欠部を形成
し、この切欠部分に回転軸となるヒンジ３１を介してノ
ズル構成部材３２を回動自在に配置している。このこと
によって、前記ノズル構成部材３２は、ヒンジ３１によ
って破線に示す送気・送水用管路１３の開口に対向する
位置から実線に示す送気・送水用管路１３の開口を開放
状態にする位置まで回動する。
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【００３９】そして、このノズル構成部材３２が送気・
送水用管路１３の開口に対向する位置に配置されたと
き、このノズル構成部材３２と挿入部先端面８ａとで形
成される開口部３３が前記対物レンズカバー２１に対向
する。
【００４０】その他の構成は前記第１実施形態と同様で
あり、同部材には同符号を付して説明を省略する。
【００４１】上述のように構成した内視鏡１の作用を説
明する。内視鏡観察時には前記ノズル構成部材３２を送
気・送水用管路１３の開口に対向させた破線に示す状態
にする。そして、前記対物レンズカバー２１に血液や汚
物が付着した際には送水液を噴出させるために送気送水
ボタン１７を操作する。すると、送気・送水用管路１３
の開口から噴出した送水液は、ノズル構成部材３２によ
って噴出する向きを変えられて、開口部３３から対物レ
ンズカバー２１の表面に向かって噴出されて血液や汚物
を洗い流す。
【００４２】その後、対物レンズカバー２１を洗滌した
際に残った水滴等を吹き飛ばすために送気送水ボタン１
７を軽く押す。すると、送気・送水用管路１３の先端よ
り気体が噴出し、ノズル構成部材３２によって噴出する
向きを変えられて、対物レンズカバー２１表面の水滴等
を吹き飛ばす。
【００４３】内視鏡検査終了後にはノズル構成部材３２
を実線の位置に回動させ、送気・送水用管路１３の開口
を開放状態にして送水用管路１１、送気用管路１２の内
側面のブラッシングを行うとともに、送気・送水用管路
１３の開口よりブラシを突出させて全管路の洗滌を行
う。さらに、挿入部先端面８ａやフード部２３及びノズ
ル構成部材３２表面の洗滌を行う。
【００４４】このように、ノズル構成部材を挿入部先端
面の所定位置に回動自在に構成して配置させたことによ
って、必要に応じてノズル構成部材を回動させて観察状
態位置或いは洗滌状態位置に適宜配置させて内視鏡検査
及び内視鏡の洗滌作業を行うことができる。
【００４５】このことによって、内視鏡の洗滌を行う際
にノズル構成部材を回動させて洗滌状態にすることによ
り、送気・送水用管路の開口を開放した状態にして、送
気・送水用管路のブラッシング作業を容易に行える。ま
た、ノズル構成部材が回動自在であるため、ノズル構成
部材の表面全ての洗滌を容易に行える。その他の作用及
び効果は前記第１実施形態と同様である。
【００４６】なお、本実施形態においてはフード部２３
の一部に切欠部を形成してノズル構成部材３２を設ける
構成を示したが、例えば図５のノズル構成部材の他の配
置例を説明する図に示すようにフード部の設けられてい
ない内視鏡１Ａの挿入部先端面８ａにノズル構成部材３
２を回動自在に設けるようにしてもよい。
【００４７】また、図６のノズル構成部材の別の配置例
を説明する図に示すようにノズル構成部材３５を軸部３
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7
６を中心にして挿入部先端面８ａに対して一定の間隔を
保持した状態で回動する構成にしてもよい。
【００４８】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００４９】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００５０】（１）体腔内に挿入される挿入部と、この
挿入部の基端部に設けられた操作部と、前記挿入部及び
操作部の内部を挿通して流体の流路となる流体管路と、
この流体管路に連通する洗滌ノズルとを有する内視鏡に
おいて、前記挿入部先端面周縁に突出部を設け、この突
出部の内側面と前記挿入部先端面とを滑らかな連結面部
で結んだ内視鏡。
【００５１】（２）前記連結面部は、挿入部先端面から
突出部先端側にいくにしたがって連続的に拡開する付記
１記載の内視鏡。
【００５２】（３）前記洗滌ノズルは流体管路に連通
し、前記挿入部先端面に対して移動する付記１記載の内
視鏡。
【００５３】（４）前記洗滌ノズルは、挿入部軸方向に
進退移動する付記３記載の内視鏡。
【００５４】（５）前記洗滌ノズルは、挿入部軸方向に
対して直交する向きの回転軸を中心に、前記挿入部先端
面に平行な位置から略挿入部軸方向に平行な位置まで回
動する付記３記載の内視鏡。
【００５５】（６）前記洗滌ノズルは、挿入部軸方向の
回転軸を中心に前記挿入部先端面から一定距離上を回動
する付記３記載の内視鏡。
【００５６】 *
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*【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、観
察中、観察窓等に血液や汚物等が付着し難く、また血液
や汚物が付着した場合でも付着した血液や汚物の洗滌を
容易且つ確実に行え、内視鏡使用後の洗滌ノズルを含む
内視鏡洗滌作業を容易に行える使い勝手に優れた内視鏡
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図３は本発明の第１実施形態に係
り、図１は内視鏡の全体構成を説明する図
【図２】挿入部先端部の正面図及び断面図
【図３】内視鏡洗滌時のノズル位置を示す図
【図４】本発明の第２実施形態にかかる挿入部先端部の
他の構成を説明する図
【図５】ノズル構成部材の他の配置例を説明する図
【図６】ノズル構成部材の別の配置例を説明する図
【符号の説明】
１…内視鏡
２…挿入部
８…先端硬質部
８ａ…挿入部先端面
１１ａ…第１送水用管路
１１ｂ…第１送気用管路
１２ａ…第２送水用管路
１２ｂ…第２送気用管路
１３…送気・送水用管路
２１…対物レンズカバー
２３…フード部
２３ａ…連結面部
２５…洗滌ノズル
２６…先端開口部

【図１】 【図６】
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